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　新型コロナウイルス感染症の感染拡大、いわゆる
コロナ禍以降、日本においてもテレワークが急速に
普及しました。感染状況の落ちつきに伴ってその割
合は低下傾向にありますが、日本生産性本部（2023）
によると、日本全国の労働者のテレワーク実施率
は 2022 年 7 月 に 16.2 ％、 同 年 10 月 に 17.2 ％、
2023 年 1 月で 16.8％と一定の割合で推移していま
す。コロナ禍を経てテレワークは勤務手段の１つと
して定着したと言え、コロナ禍が完全に終了したと
しても、以前のように企業がオフィス勤務を一方的
に指示することは難しくなっているように思います。
従業員の希望を完全に無視して勤務場所を強制する
ことが従業員の不満やメンタルヘルスの悪化につな
がりかねないことを示唆する研究もあります。たと
えば、2020 年 12 月に日本の労働者を対象に実施さ
れた研究結果（Otsuka et al., 2021）では、在宅勤
務を希望する労働者においては、在宅勤務日数が多
いほど心理的ストレス反応が低い一方で、在宅勤務
を希望しない労働者においては、在宅勤務日数が多
いほど心理的ストレス反応が高いという結果が得ら
れています。
　このような状況を踏まえると、今後のファシリ
ティマネジメントはオフィス勤務を前提としたもの
から、従業員の個々の事情に応じて、あるいは仕事
のパフォーマンスやメンタルヘルスを最適化する観
点から、オフィスという場所が従業員に勤務場所と
して選ばれるための活動を含むものにならざるを得
ないのではないでしょうか？ そのためには、そも
そもファシリティマネジャー自身がオフィスで働く
メリットは何なのか、オフィス勤務する従業員のパ

フォーマンスやメンタルヘルスの規定要因は何かを
理解しておく必要があると思います。そこで、今回は、
心理学や産業保健の学術研究を参考にこの点につい
て考えてみたいと思います。
　第 1 に、仕事に最適化された快適な作業環境で
執務できることがオフィスで勤務するメリットと言
えます。コロナ禍の日本においては、自宅でのテレ
ワーク執務環境が良くないため、身体面の苦痛や不
調を感じる人も一定数存在していたことが報告され
ています。たとえば、2020 年 12 月時点の日本のデ
スクワーカーを対象にした研究（Matsugaki et al., 
2022）では、テレワーク環境が良い労働者では、テ
レワーク頻度と腰痛の有無に関連が見られなかった
一方、テレワーク環境が悪かった労働者では、テレ
ワーク頻度が高いほど、腰痛の症状を訴える人が多
かったという結果が報告されています。逆に言えば、
オフィス勤務においては執務に最適な作業環境が提
供されることで従業員の健康が守られ、ひいてはパ
フォーマンスの発揮につながっている可能性があり
ます。
　第 2 に、会議を設定した相手やオンラインツール
上での部署内のコミュニケーションに限定されてし
まうテレワークと比較して、人と人との関わりが多
くなり、従業員間のより密で円滑なコミュニケーショ
ン、あるいは従業員の所属感や連帯感につながる点
がオフィス勤務のメリットと言えます。コロナ禍で
のテレワークにおいては従業員間の交流が阻害され、
孤独感を感じやすかったという報告もされています。
たとえば、2020 年 3 月 4 日に全社的に在宅勤務に
移行した米国マイクロソフトの従業員約 6 万人を対
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象にした研究（Yang et al., 2022）では、従業員の
電子メール、電話、定例ミーティング、定例ではな
い会議、インスタントメッセージ等のデータをもと
に従業員間のコミュニケーションが分析され、在宅
勤務への移行に伴い、従業員のコミュニケーション
がタコツボ化したことが報告されています。日本の
デスクワーカーを対象に 2020 年 12 月時点の孤独感
を調査した研究（Miyake et al., 2022）においては、
テレワーク頻度が週 1 日の労働者に比べて週 4 日以
上の頻度の労働者の孤独感が高かったことが報告さ
れています。
　オフィスでは、仕事上のつながりはない同じ会社
の従業員、あるいは警備員、清掃会社の従業員等の
直接の同僚以外の人との挨拶や会釈程度の軽いコ
ミュニケーションがあることも隠れたメリットと言
えるかもしれません。喫茶店チェーンのスターバッ
クスの店員とのコミュニケーションを題材にした研
究（Sandstrom & Dunn,　2014）では、それほど親
しくない間柄でも心からのコミュニケーションをす
ることがポジティブ感情につながることが報告され
ています。この研究ではスターバックスの店舗前に
いた人が参加者となり無作為に「社会的条件」と「効
率的条件」の 2 群に分けられました。「社会的条件」
群では、店員に対して微笑む、アイコンタクトをして、
ちょっとした会話をするよう指示されました。一方
の、「効率的条件」群に対しては、不必要なコミュニ
ケーションを避け、店員となるべく効率的にコミュ
ニケーションするよう指示されました。実験の結果、

「社会的条件」群の参加者では「効率的条件」群と
比較して、ポジティブ感情度が高く、ネガティブ感

情度が低いという結果になりました。それほど親し
くない関係であっても、オフィスで出会った人との
ちょっとしたコミュニケーションがポジティブな感
情に寄与する可能性があります。
　以上で述べたように、オフィスでは、整備された
作業環境でより健康に働くことができ、オフィス内
ならではのコミュニケーションを経験することで、
テレワーク勤務よりもコミュニケーションのタコツ
ボ化が軽減され、孤独を感じづらく、あるいはポジ
ティブな気持ちを感じられる可能性があり、それら
が総合的にメンタルヘルスやパフォーマンスの向上
に寄与している可能性があります。したがって、ファ
シリティマネジャーがそういったオフィスならでは
のメリット、強みを認識し、それらが生かされるよ
うにオフィス環境の整備を進めることが、これから
のファシリティマネジメントに求められる課題では
ないかと思います。◀
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